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   避難行動要支援者制度に係るよくある質問（ＦＡＱ）  
 
１ 避難行動要支援者名簿を地域の避難支援等関係者に提供時に地域からいた

だいたよくある質問（ＦＡＱ） 
 ご意見・質問内容 回答 
１ なぜこのような制度が必要になるの

か？ 
大規模災害時には防災関係機関による

支援が十分に行き渡ることが難しい状

況になることから、隣近所での助け合

い（共助）が重要になるためです。 
２ 名簿情報の提供は個人情報保護違反に

ならないのか。 
災害対策基本法及び津市避難行動要支

援者名簿情報の提供に関する条例に基

づき名簿を提供していますので、法令

違反には当たりません。 
３ 避難行動要支援者名簿を見せて良い範

囲は？ 
避難支援等関係者の組織内の役員や班

長等の実際に支援に当たる方の範囲で

開示し、支援を行ってください。 
４ 避難支援者はどこまで責任を負うので

しょうか？ 
可能な範囲での支援をお願いするもの

で、役割を果たせなくても責任を負う

ものではありません。 
５ 提供された名簿により義務や責任が発

生しますか？ 
正当な理由なく他人に名簿情報を漏ら

すことはできませんので、適正な管理

をお願いします。 
６ 名簿情報の更新頻度は？ 避難行動要支援者名簿は毎年更新した

ものを地域の避難支援等関係者に提供

させていただきます。 
７ 避難行動要支援者名簿に登載されてい

る方に対しては、本人に対して市から

名簿登載について了承を取っているの

か？ 

避難行動要支援者名簿登載の対象者に

対しては、名簿登載の対象となった旨

を通知するとともに、登載を拒否する

こともできる旨を案内しています。 
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２ 避難行動要支援者名簿提供後、地域からいただいたよくある質問（ＦＡＱ） 
 ご意見・質問内容 回答 
１ 自治会や民生委員等の避難支援等関係

者で避難行動要支援者をどのように支

援すれば良いのか、また、避難支援等

関係者相互の係り方はどうするのか？ 

取組に当たっては、下記の事例などを

参考に自治会や自主防災組織、民生委

員・児童委員、また消防団等の地域の

実情を把握している方が協力・連携し

ていただき、地域でできることから取

り組んでいただきますようお願いしま

す。 
２ 避難行動要支援者名簿には、死亡者や

転居された方も登載されているので、

除外して欲しい。 

今回お渡しする名簿については、基準

日までにお亡くなりになられた方や転

居された方等を除いた名簿を提供させ

ていただいています。 
３ 民生委員による高齢者の実態調査の結

果が反映していないが、名簿に反映さ

せて欲しい。 

民生委員による高齢者の実態調査で把

握した情報を避難行動要支援者名簿の

備考欄に反映させ、提供させていただ

いています。 
４ 避難行動要支援者登録制度の周知をし

っかりして欲しい。 
広報津や地域の学習会等の機会を捉え

て当制度の周知・啓発に努めてきまし

たが、今後も継続して周知・啓発を図

ります。 
５ 避難行動要支援者名簿に障がいの内容

や程度を記載し、どのような対応を図

れば良いのかわかるようにしていただ

きたい。 

プライバシーの問題もあり詳細な内容

の情報提供は困るといったご意見をい

ただいているところであり、現状では

避難行動要支援者名簿への記載につき

ましては難しいです。 
６ 地域で避難行動要支援者を支援してい

くに際して、避難行動要支援者避難支

援活用シートを作成する必要があるの

か。 

必ずしも作成するものではありません

が、避難行動要支援者宅を訪問し、聞

き取った状況を避難行動要支援者避難

支援活用シートに記載するなどし、取

組の参考として活用いただきますよう

お願いします。 
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 ご意見・質問内容 回答 
７ 自治会長である証がないと訪問は厳し

い。 
何か自治会長であることを証明できる

ものは出していないのか。 

自治会長は地域の中から互選で選出さ

れた地域の代表であることから、市が

任命や委嘱等を行い、身分証明証等の

発行等は行っていません。 
そのため、広報や学習会等で避難行動

要支援者名簿の制度について周知を実

施し、地域の理解を得られるよう努め

てまいります。 
８ 死亡者が出たら逐一避難支援等関係者

に報告をいただきたい。 
最新のデータにて提供をしていただき

たい。 

なるべく最新の情報にさせていただい

ていますが、当該情報については、年

に１度更新しており、統一化を図って

いることから御了承いただきたいで

す。 
９ データにて名簿情報を提供いただきた

い。 
名簿情報の流出の観点もあることか

ら、改ざん防止用紙にて提供しており

ますので、御了承いただきたいです。 
10 名簿の住所が「その他」の人は抜いて

もらえないか。施設に入っている人ま

で自治会で面倒を見切れない。 

施設入居者については、いつ時点で施

設から戻ってくるかもわからないた

め、当該名簿に登載しておりますが、

その他の欄に記載しているので、御理

解いただきますようお願いします。 
11 名簿に記載のある方で、年度途中に亡

くなるという方もいると思うが、市に

連絡は必要か。 

連絡があった場合はその内容の確認は

行いますが、従来通り名簿は１年ごと

に更新しております。 
そのため、各地域で共有いただきます

ようお願いします。 
12 避難所にも避難行動要支援者名簿を置

いた方がいいのではないか。 
個人情報の観点から情報漏洩のリスク

もあるため、現状設置は難しいです。 
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 ご意見・質問内容 回答 
13 何年もしたら皆に名前も知られていく

のではないか。 
役員等をやめられてからもその方々が

避難支援等関係者として理解いただく

ことも可能であるため、個人情報の保

護の観点もありますが、地域全体で避

難行動要支援者の支援をお願いいたし

ます。 
14 名簿にどこの団地に所属しているか登

載してほしい。 
 どこの団地に所属しているかまでは把

握できないため、所属する団地を登載

することはできません。 
自治会等で把握した情報を備考欄に掲

載していただき活用していただきます

ようお願いします。 
15 避難行動要支援者に対し、通知が届い

ているのかチェックしているのか。 
名簿情報提供を拒否されたい場合はそ

の旨の申出をいただくこととなってい

ますので、御理解いただきますようお

願いします。 
16 避難行動要支援者名簿の受領書の回収

方法について、名簿を提供した際に回

収しているが、中身について理解して

いない人が多いのではないか。回収方

法については検討した方がいい。 

回収方法については自治会の数が多

く、総会等のお時間もいただいている

ため、時間の都合もあり、名簿を提供

した際に回収させていただいておりま

すが、説明を聞いた後ということであ

れば、説明後に回収させていただきま

すので、御理解いただきますようお願

いします。 
17 自治会に所属していない人が掲載され

ている。 
自治会長からの情報等で別の自治会の

区割り内に住所があることが確認でき

た場合は、市民課へ連絡し、次回更新

時に反映いたしますので、御理解いた

だきますようお願いします。 
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 ご意見・質問内容 回答 
18 民生委員さんが調べた情報について、

実態との相違があった場合はどのよう

な手続きで直していくのか。 

あくまでも市で把握できた内容を掲載

しており、市の把握する情報で確認で

きた場合は、更新後の名簿へ反映する

ようにしていますので、御理解いただ

きますようお願いします。 
19 名簿を渡されても、この名簿を活用し

て自治会内での活動を行うマンパワー

がないため、名簿をもらっても仕方が

ない。 

避難行動要支援者の支援についてはで

きるところからしていただければ結構

です。まずは、役員や班員の方と名簿

の情報を共有していただき、どのよう

な方がいるのかを把握していただき、

少しずつ訪問していただく等活用して

いただきますようお願いします。 
20 名簿自体が個人情報のため、取り扱い

について慎重にならざるを得ず、自治

会内での情報共有も難しい。 

避難行動要支援者名簿については、そ

のままコピーをしてしまうと必要最低

限の情報ではなくなり、情報が漏れて

しまう恐れがあるため、コピーを禁止

しておりますが、避難支援活用シート

の使用や避難支援等関係者との名簿の

閲覧による共有化を図っていただく等

していただき情報共有及び活用してい

ただきますようお願いします。 
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３ 避難行動要支援者支援の参考事例 
⑴ 支援活用シート 

名簿情報には掲載されていない避難行動要支援者の緊急連

絡先や家族構成、避難先等の情報を記載した支援活用シート

を作成します。「津市避難行動要支援者避難支援対策マニュ

アル」のＰ２３「避難行動要支援者避難支援活用シート」も

参考にしてください。 

 

 

 

 

⑵ 避難行動要支援者マップ  

地図上に避難行動要支援者の所在を記載した地図を作成し、地域の避難

支援者で共有します。平常時には、避難行動要支援者のお住まいの場所と

避難経路や危険地帯の確認を行うために利用します。災害時には、このマ

ップを参考に安否確認や避難支援等を行います。  

 （参照：国総研資料第 292 号災害時要援護者避難支援策の具体化のための手引き） 
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⑶ 玄関先へのタオル掛け  

発災後に、無事なら玄関にタオルを掛けておくなど、

ルールをあらかじめ決めておきます。 

支援者はタオル等を見て、避難行動要支援者の安否確

認を行います。 
 
４ 災害時における支援参考例 
 ⑴ 地震 
   地震発生時には、家屋の倒壊や家具の転倒などにより居

住者が負傷したり、倒壊家屋内に閉じ込められたりする可

能性があります。津波による浸水が予測される地域について

は、速やかに津波浸水想定区域外へ避難する必要がありま

す。また、電気・ガス・水道などのライフラインが止まるこ

とにより、避難所等への避難を必要としている場合があります。 
避難行動要支援者は、自力での避難が困難となることが考えられること

から、安否確認や状況に応じた避難支援を行う必要があります。 
 ⑵ 水害・土砂災害 
   台風を始めとする集中豪雨により家屋が浸水し、居住者が

取り残されたり、家屋が土砂に巻き込まれたりする可能性が

あります。 
避難行動要支援者は、気象情報や防災情報を入手できなく、

自力での避難が困難となることも考えられることから、地域ぐるみで情報

伝達、安否確認を行う必要があります。また、状況に応じて避難所や自宅

の２階など、身の安全を確保できる場所への避難支援を行います。 
 


